
平
成
24
年
３
月
定
例
会

○
防
災
教
育
の
更
な
る
充
実
を
求
め
！

質
問　

町
田
市
の
取
り
組
み
は
。

（
答
弁
）
学
校
教
育
部
長　

都
教
育
委
員
会
が
作

成
し
た
「
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
防
災
教
育

副
読
本
「
地
震
と
安
全
」
を
活
用
。
ま
た
、
小

中
学
校
防
災
教
育
補
助
教
材
「
３
・
１
１
を
忘

れ
な
い
」
を
小
学
５
年
、
中
学
２
年
に
配
布
。

自
分
の
命
を
守
り
、
身
近
な
人
を
助
け
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
す
る
防
災
教
育
を
実

施
。
来
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
や
安
全
指
導
を
教
育
課
程
の
中
で
位

置
づ
け
る
。

質
問　
「
町
田
市
防
災
教
育
の
日
」
の
制
定
を
。

（
答
弁
）
学
校
教
育
部
長　

町
田
市
全
体
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
。
防
災
担
当
と
協
議
し
、

方
向
性
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

質
問　

防
災
教
育
を
小
中
一
貫
で
連
携
し
９
年

間
の
連
続
性
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
。

（
答
弁
）
学
校
教
育
部
長　

小
中
一
貫
町
田
っ
子

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
道
徳
授
業
に
お
い
て
も
自
助
、

共
助
、
心
の
思
い
や
り
、
親
切
な
心
を
育
成
す

る
な
ど
小
中
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

学
区
域
安
全
マ
ッ
プ
を
有
効
活
用
し
防

災
教
育
に
取
り
組
ん
で
は
。

（
答
弁
）
学
校
教
育
部
長　

先
進
的
な
事
例
を
参

考
に
し
、
考
え
て
い
く
。

提
案　

危
機
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
問
題
解

決
型
の
災
害
図
上
訓
練
を
学
習
に
取
り
入
れ
て
。

○
市
民
に
開
か
れ
た
審
議
会
・
委
員
会
等
の

傍
聴
を

質
問　

審
議
会
・
委
員
会
等
を
傍
聴
に
来
る
子

育
て
中
の
方
々
へ
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る
環

境
整
備
を
。

（
答
弁
）
子
ど
も
生
活
部
長　

子
育
て
中
の
保
護

者
の
皆
様
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
社
会
参
加
が

し
易
い
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

質
問　

耳
の
不
自
由
な
方
に
磁
気
ル
ー
プ
用
の

受
信
機
の
貸
出
し
や
手
話
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
。

（
答
弁
）
総
務
部
長　

磁
気
ル
ー
プ
は
現
在
実
施

し
て
な
い
。
手
話
サ
ー
ビ
ス
は
、
事
前
依
頼
が

あ
れ
ば
対
応
で
き
る
。

平
成
24
年
６
月
定
例
会

○
パ
ニ
ッ
ク
障
が
い
者
へ
の
支
援
の
充
実
を

質
問　

パ
ニ
ッ
ク
障
が
い
者
や
家
族
に
対
し
て

の
取
り
組
み
は
。

（
答
弁
）
地
域
保
健
担
当
部
長　

精
神
保
健
相
談

を
実
施
。
パ
ニ
ッ
ク
障
が
い
の
相
談
は
、
ひ
き

こ
も
り
事
業
の
中
で
対
応
し
、
専
門
医
療
機
関

を
紹
介
す
る
等
、
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
る
。

質
問　

専
門
的
な
適
切
な
医
療
と
は
。

（
答
弁
）
地
域
保
健
担
当
部
長　

疾
患
へ
理
解
の

深
い
精
神
科
専
門
の
医
師
に
よ
る
適
切
な
診
断

に
基
づ
い
た
薬
物
療
法
と
心
理
療
法
が
あ
る
。

薬
物
療
法
は
、
抗
う
つ
薬
や
抗
不
安
薬
等
に
よ

り
発
作
を
抑
え
る
こ
と
が
基
本
。
丁
寧
な
服
薬

指
導
が
必
要
。
心
理
療
法
は
、
病
気
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
や
心
の
持
ち
よ
う
を
学
び
、
強

い
不
安
が
生
じ
た
時
、
そ
れ
を
回
避
せ
ず
徐
々

に
な
れ
て
い
く
等
、
行
動
の
仕
方
を
変
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

パ
ニ
ッ
ク
障
が
い
者
や
、
家
族
を
支
援

す
る
た
め
の
講
演
会
の
開
催
を
。

（
答
弁
）地
域
保
健
担
当
部
長　

講
演
会
を
含
め
、

パ
ニ
ッ
ク
障
が
い
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
は
大

変
重
要
。
ま
ず
は
、「
い
き
い
き
健
康
だ
よ
り
」

を
用
い
た
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
。

提
案　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
病
気
を
理

解
し
て
も
ら
う
為
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
相
談

支
援
体
制
を
。ま
た
、町
田
保
健
所
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、

親
し
み
や
す
く
、
充
実
し
た
情
報
提
供
を
。

○
昼
寝
の
導
入
を

質
問　

町
田
市
内
の
小
中
学
校
、
町
田
市
役
所

に
お
い
て
15
分
の
昼
寝
の
推
奨
を
。

（
答
弁
）
総
務
部
長　

休
憩
時
間
は
労
働
基
準
法

上
自
由
な
利
用
が
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
一
律

的
に
は
難
し
い
。
今
後
研
究
し
て
い
く
。

（
答
弁
）
学
校
教
育
部
長　

昼
寝
の
時
間
を
設
定

す
る
こ
と
は
下
校
時
間
を
遅
ら
せ
る
。
現
在
、

小
中
学
校
に
対
し
、
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
等
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
昼
寝
の
効
果
は
否
定
し
な

い
が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
、

学
習
に
集
中
す
る
態
度
等
も
育
成
し
て
い
く
。

提
案　

昼
寝
を
導
入
す
る
と
生
徒
の
成
績
が
驚

く
ほ
ど
上
が
り
、
授
業
中
の
居
眠
り
も
大
幅
に

減
少
。
部
活
中
の
怪
我
が
減
る
。
眠
く
て
い
ら

い
ら
し
、
き
れ
る
子
ど
も
も
減
少
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。最
近
は
、企
業
も
昼
寝
を
導
入
。た
っ

た
15
分
の
昼
寝
で
午
後
の
仕
事
の
効
率
が
上
が

り
、
健
康
維
持
も
で
き
る
。
高
齢
者
に
30
分
昼

寝
を
習
慣
に
す
れ
ば
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
５
分
の
１
に
減
少
す
る

と
い
う
報
告
も
あ
る
。
15
分
間
、
目
を
つ
ぶ
っ

て
精
神
を
安
定
さ
せ
、
心
と
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
冷
静
に
物
事
に
取
り

組
む
姿
勢
、
こ
う
い
っ
た
も
の
が
自

ず
と
培
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

試
行
的
で
も
取
り
組
む
こ
と
を
提
案

す
る
。

平
成
24
年
９
月
定
例
会

○
真
光
寺
川
を
守
る
た
め
に

質
問　

こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み
は
。

（
答
弁
）
環
境
資
源
部
長　

水
質
汚
濁
防
止
法
に

基
づ
く
河
川
調
査
を
実
施
。
今
後
も
継
続
監
視

す
る
。
ま
た
、
河
川
管
理
者
の
東
京
都
、
市
の

下
水
道
部
と
毎
年
４
月
に
河
川
水
質
事
故
対
策

連
絡
会
を
開
催
。
必
要
に
応
じ
随
時
情
報
交
換

を
行
い
、
今
後
も
引
き
続
き
河
川
管
理
者
等
と

の
連
携
を
図
り
、
河
川
水
質
向
上
に
つ
い
て
啓

発
を
行
う
。

質
問　

真
光
寺
川
の
汚
れ
の
原
因
は
。

（
答
弁
）環
境
資
源
部
長　

一
般
的
に
、車
を
洗
っ

た
時
の
水
や
側
溝
に
溜
ま
っ
た
土
砂
、
粉
じ
ん

等
が
流
れ
込
み
、
公
共
下
水
道
の
未
接
続
の
家

庭
か
ら
の
生
活
排
水
の
流
れ
込
み
等
、
色
々
な

要
素
が
考
え
ら
れ
る
。
特
定
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
。

質
問　

広
袴
公
園
調
整
池
の
汚
れ
の
原
因
は
。

（
答
弁
）
下
水
道
部
長　

上
流
か
ら
流
入
す
る
水

質
と
水
量
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
水

質
は
、
主
に
市
街
化
調
整
区
域
な
ど
公
共
下
水

道
の
、
未
整
備
地
区
か
ら
の
生
活
排
水
等
、
流

入
す
る
水
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
汚
れ
が
含
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
調
整
池
の
面
積
が
約
９
、
０
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
と
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

真
光
寺
川
の
方
か
ら
流
入
す
る
水
量
が
少
な
く
、

調
整
池
の
中
の
水
が
非
常
に
入
れ
替
り
に
く
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
か
ら
と
考
え
る
。

質
問　

市
街
化
調
整
区
域
の
汚
水
処
理
の
手
法

は
。

（
答
弁
）
下
水
道
部
長　

２
０
１
１
年
度
か
ら
市

街
化
調
整
区
域
の
汚
水
処
理
基
本
計
画
策
定
業

務
委
託
で
検
討
中
。
広
袴
公
園
調
整
池
の
流
域

エ
リ
ア
も
、
今
後
調
整
池
の
浚
渫
を
進
め
な
が

ら
、
市
街
化
調
整
区
域
の
汚
水
処
理
を
現
在
進

め
て
い
る
市
街
化
区
域
の
よ
う
に
公
共
下
水
道

で
推
進
す
る
の
か
、
合
併
処
理
浄
化
槽
等
そ
の

他
の
方
法
で
進
め
る
の
か
を
決
定
し
て
い
く
予

定
。
こ
の
５
カ
年
で
市
民
へ
の
説
明
や
関
係
機

関
と
の
調
整
、
下
水
道
法
な
ど
の
法
手
続
を
行

う
。
ま
た
、
広
袴
公
園
調
整
池
の
水
質
は
生
活

排
水
へ
の
影
響
も
あ
る
事
か
ら
、
調
整
池
の
上

流
区
域
で
現
在
浄
化
槽
な
ど
を
使
用
し
て
い
る

世
帯
が
約
２
４
０
世
帯
あ
る
。
今
後
も
浄
化
槽

を
適
正
に
管
理
し
て
も
ら
う
よ
う
Ｐ
Ｒ
の
充
実

を
図
る
。

質
問　

昨
年
の
浚
渫
費
用
と
土
砂
等
の
重
量
は
。

ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

（
答
弁
）
下
水
道
部
長　

浚
渫
費
用
は
約
４
５
０

万
。
搬
出
し
た
土
量
は
、
約
80
ト
ン
。
２
０
１

２
年
度
か
ら
約
５
カ
年
の
予
定
で
調
整
池
に
堆

積
し
て
い
る
土
砂
、
ヘ
ド
ロ
の
浚
渫
を
行
う
。

浚
渫
予
算
は
約
２
、
８
０
０
万
計
上
。
土
砂
量

は
約
４
６
０
ト
ン
位
の
見
込
み
。

提
案　

子
ど
も
達
へ
の
環
境
問
題
と
し
て
、
台

所
は
海
や
川
の
入
り
口
で
あ
る
。
水
を
大
切
に

す
る
、
合
成
洗
剤
の
及
ぼ
す
河
川
環
境
へ
の
影

響
等
を
伝
え
、
子
ど
も
達
に
呼
び
か
け
、
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
。「
自
分
た
ち
の
川
を
守
ろ
う
、

ふ
る
さ
と
の
川
を
守
ろ
う
」
と
い
う
意
識
づ
け

と
な
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
！

質
問　

調
整
池
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
答
弁
）
下
水
道
部
長　

地
元
の
強
い
要
望
と
調

整
池
の
周
辺
住
民
の
方
々
の
合
意
が
あ
る
場
合

に
、
調
整
池
の
機
能
確
保
と
利
用
者
の
安
全
確

保
を
最
優
先
に
考
え
た
管
理
方
法
が
整
理
で
き

て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

○
病
後
児
保
育
施
設
の
更
な
る
充
実
を

質
問　

保
育
園
の
増
園
に
比
例
し
、
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
の
需
要
は
今
ま
で
以
上
に
高
ま

る
。
町
田
地
区
、
南
地
区
、
駅
周
辺
も
検
討
を
。

（
答
弁
）
子
ど
も
生
活
部
長　

保
育
園
の
新
設
や

既
存
の
園
を
建
て
替
え
る
際
に
セ
ッ
ト
で
考
え

て
い
く
。
町
田
地
区
は
、
今
後
も
認
可
保
育
所

が
必
要
な
地
域
で
あ
る
。
20
年
間
期
間
限
定
認

可
保
育
所
の
公
募
に
際
し
、
あ
る
い
は
既
存
園

の
建
替
え
と
い
っ
た
具
体
的
な
建
設
計
画
を
検

討
す
る
際
に
設
置
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
運
営
で
施
設
ご

と
に
利
用
の
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
る
。
原
因

は
な
に
か
。
ま
た
、
施
設
の
稼
働
率
を
上
げ
る

た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
。
市
の
考
え
は
。

（
答
弁
）
子
ど
も
生
活
部
長　

流
行
の
感
染
症
が

地
域
的
に
異
な
り
、
施
設
ご
と
の
ば
ら
つ
き
は

余
り
問
題
な
い
。
病
後
児
保
育
施
設
は
病
気
回

復
期
で
あ
っ
て
も
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保

護
者
の
方
々
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

万
々
が
一
に
備
え
て
あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る
よ

う
、
病
児
・
病
後
児
保
育
の
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
事
が
重
要
。

質
問　

病
後
児
保
育
施
設
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
利
用
登
録
が
必
要
。
こ
の
登
録
の
仕
方
を

１
カ
所
に
書
類
を
提
出
す
れ
ば
、
４
カ
所
の
施

設
す
べ
て
を
利
用
す
る
事
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

へ
変
更
し
て
は
。

（
答
弁
）
子
ど
も
生
活
部
長　

保
護
者
の
立
場
か

ら
見
れ
ば
、
１
カ
所
で
登
録
が
で
き
れ
ば
非
常

に
便
利
で
あ
る
。
一
方
、
預
か
る
施
設
側
か
ら

す
る
と
、
課
題
が
あ
る
。
市
で
は
、
病
児
病
後

児
保
育
事
業
連
絡
会
を
事
業
者
と
一
緒
に
開
催

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
確
認
し
、
こ
の
登
録
制
度
や
制
度
そ
の
も

の
の
改
善
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

提
案　

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
、

施
設
利
用
の
ば
ら
つ
き
の
解
消
、
病
後
児
保
育

施
設
の
稼
働
率
も
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
で
の
ネ
ッ
ト
予
約
も
可
能
に
な

る
だ
ろ
う
。
研
究
、
調
査
を
強
く
求
め
る
。

質
問　

病
後
児
保
育
施
設
の
定
員
枠
は
４
人
。

繁
忙
期
だ
け
で
も
、
枠
を
６
人
に
す
る
と
い
う

柔
軟
な
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

（
答
弁
）
子
ど
も
生
活
部
長　

保
育
ス
ペ
ー
ス
や

職
員
配
置
に
基
準
が
あ
り
、
中
々
難
し
い
。
連

絡
会
の
中
で
も
研
究
し
て
い
く
。

○
認
知
症
の
方
の
徘
徊
対
策
の
向
上
を

質
問　

徘
徊
対
策
に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み
は
。

 

（
答
弁
）
い
き
い
き
健
康
部
長　

ご
家
族
等
か

ら
警
察
署
に
捜
索
届
が
提
出
さ
れ
た
事
を
確
認

後
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
捜
査
協
力
の
協

定
を
締
結
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社
、
新
聞
販

売
店
へ
情
報
提
供
を
行
い
捜
索
の
協
力
を
依
頼
。

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
活
用
し
市
民

の
皆
様
に
も
協
力
を
依
頼
。
高
齢
者
安
心
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
、
端
末
機
の
貸
し
出
し

に
よ
り
、
徘
徊
高
齢
者
探
索
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
。

新
た
な
情
報
提
供
先
を
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

認
知
症
の
方
が
夜
間
行
方
不
明
に
な
っ

た
場
合
ど
こ
に
連
絡
を
し
た
ら
い
い
の
か
。 

（
答
弁
）
い
き
い
き
健
康
部
長　

市
役
所
の
代
表

電
話
の
７
２
２―

３
１
１
１
へ
。
夜
11
時
以
降

午
前
７
時
迄
は
、
宿
直
の
番
号
７
２
４―

２
１

０
５
が
音
声
案
内
さ
れ
、
宿
直
か
ら
担
当
の
高

齢
者
福
祉
課
に
連
絡
が
入
る
。

質
問　

防
災
行
政
無
線
の
一
般
放
送
は
、
午
前

８
時
20
分
か
ら
午
後
５
時
５
分
ま
で
。
行
方
不

明
者
の
捜
索
に
関
す
る
放
送
は
現
在
午
後
８
時

ま
で
放
送
。
緊
急
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
時

間
の
延
長
を
。

（
答
弁
）
防
災
安
全
担
当
部
長　

隣
接
市
の
影
響

な
ど
も
考
慮
し
時
間
を
延
長
し
放
送
す
る
事
を

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
。（
本
人
の
状
況
や
緊
急
連
絡
先
等
の

情
報
を
事
前
登
録
。
１
年
以
内
に
撮
影
し
た
本

人
の
写
真
を
５
枚
用
意
）

（
答
弁
）
い
き
い
き
健
康
部
長　

写
真
を
登
録
し

て
お
く
と
、
聞
き
取
り
や
家
族
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
捜
索
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
効
率
化
が
図

れ
る
。
検
討
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
考
え

て
い
く
。

質
問　

地
元
の
町
内
会
、
消
防
団
へ
の
捜
査
の

協
力
依
頼
を
。
ま
た
、
町
田
に
Ｆ
Ｍ
局
が
開
局

し
た
際
、
捜
索
依
頼
の
放
送
を
。

（
答
弁
）
い
き
い
き
健
康
部
長　

協
力
依
頼
は
今

後
研
究
す
る
。Ｆ
Ｍ
局
が
で
き
た
場
合
、
協
力
要

請
し
て
い
く
。

平
成
24
年
12
月
定
例
会

○
鶴
川
駅
周
辺
の
更
な
る
整
備
充
実
を

質
問　

鶴
川
駅
東
口
交
差
点
の
渋
滞
問
題
、
鶴

川
駅
前
広
場
の
今
後
の
整
備
は
。

（
答
弁
）
副
市
長　

鶴
川
駅
東
口
交
差
点
か
ら
都

県
境
ま
で
の
世
田
谷
町
田
線
は
、
２
０
１
５
年

度
ま
で
に
優
先
的
に
整
備
す
る
路
線
に
位
置
づ

け
ら
れ
今
後
、
交
差
点
す
い
す
い
プ
ラ
ン
の
完

了
時
期
な
ど
を
勘
案
し
て
事
業
着
手
す
る
。
川

崎
市
は
、
都
県
境
か
ら
上
麻
生
交
差
点
を
含
ん

で
柿
生
方
面
へ
の
世
田
谷
町
田
線
が
今
年
度
か

ら
事
業
着
手
さ
れ
て
お
り
今
年
度
は
測
量
を
行

い
、
都
市
計
画
道
路
の
事
業
認
可
を
取
得
し
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
着
手
す
る
予

定
。
駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
鶴
川
駅

周
辺
の
街
づ
く
り
の
課
題
で
あ
る
。

質
問　

鶴
川
駅
東
口
交
差
点
に
、
ル
ー
プ
状
の

横
断
歩
道
橋
又
は
、
地
下
道
を
設
置
す
る
等
を

将
来
的
に
考
え
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
建
設
部
長　

東
京
都
に
実
行
の
可
能
性

を
含
め
て
確
認
す
る
が
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
実
現
性
は
低
い
。

提
案　

市
が
現
在
の
小
田
急
電
鉄
所
有
の
駐
車

場
の
一
部
を
購
入
し
１
階
を
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
、

２
階
を
駅
前
広
場
へ
。
ま
た
、
小
田
急
線
の
駅

舎
を
橋
上
化
し
東
側
と
、
南
側
双
方
へ
市
民
が

ア
ク
セ
ス
し
易
く
な
る
よ
う
に
。
鶴
川
駅
の
南

側
の
街
づ
く
り
を
一
方
で
進
め
、
ま
た
、
駅
前

広
場
の
整
備
等
を
進
め
て
い
く
中
で
、
横
断
歩

道
橋
、
地
下
道
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
等
も

視
野
に
入
れ
今
後
の
整
備
方
針
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
東
京
都
、
川
崎
市
と
小
田
急
電
鉄
に

は
積
極
的
な
働
き
掛
け
を
。

質
問　

ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川
の
南
に
あ
る
小
田

急
線
の
踏
切
か
ら
鶴
見
川
の
大
正
橋
へ
抜
け
る

鶴
川
２
０
３
号
線
の
う
ち
、
大
正
橋
か
ら
北
側

の
約
１
０
０
ｍ
の
区
間
で
道
路
拡
幅
の
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
進
め
方
は
。

（
答
弁
）
鶴
川
２
０
３
号
線
の
事
業
手
法
は
、
生

活
道
路
拡
幅
整
備
事
業
を
用
い
、
用
地
は
沿
道

地
権
者
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
く
。
今
後

は
、
用
地
寄
附
承
諾
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

段
階
で
市
に
提
出
し
て
も
ら
い
、そ
の
後
、測
量
、

用
地
の
寄
附
と
物
件
補
償
、
工
事
と
い
う
手
順

と
な
る
。

質
問　

鶴
川
２
０
３
号
線
の
道
路
を
拡
幅
整
備

す
る
と
同
時
に
、
下
水
道
の
整
備
も
一
緒
に
実

施
で
き
な
い
か
。
下
水
道
の
整
備
方
法
は
、
小

田
急
線
の
下
を
潜
る
方
法
の
他
に
な
い
の
か
。

（
答
弁
）
下
水
道
部
長　

小
田
急
線
の
下
を
潜
る

方
法
は
例
外
的
な
方
法
。
こ
の
鶴
川
２
０
３
号

線
の
下
水
道
計
画
は
、
鶴
川
駅
前
土
地
区
画
整

理
事
業
区
域
内
を
通
過
す
る
と
い
う
計
画
。

下
流
と
な
る
鶴
川
駅
前
区
画
整
理
事
業
区
域
と

併
せ
て
一

体
で
下
水

道
を
考
え

る
エ
リ

ア
。
仮
に

流
下
方
向

を
東
側
区

域
で
な

く
、
小
田

急
線
の
踏

切
の
方
に

横
断
を
し

て
北
側
区

域
に
流
す

場
合
は
、
踏
切
横
断
工
事
に
は
鉄
道
事
業
者
、

小
田
急
電
鉄
さ
ん
等
と
の
調
整
協
議
が
必
要
と

な
る
。

質
問　

緊
急
車
両
の
通
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

踏
切
付
近
の
道
路
拡
幅
を
。

（
答
弁
）建
設
部
長　

街
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
勘
案

し
た
中
で
検
討
す
る
。

質
問　

鶴
川
駅
の
南
側
に
お
け
る
街
づ
く
り
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

（
答
弁
）
都
市
整
備
担
当
部
長　

緊
急
車
両
等
の

通
行
が
可
能
と
な
る
道
路
幅
員
の
確
保
、
衛
生

環
境
の
向
上
の
た
め
に
公
共
下
水
道
の
整
備
等

が
課
題
。
更
に
、
駅
南
側
に
も
交
通
広
場
を
整

備
し
、
土
地
の
有
効
活
用
を
し
た
い
と
い
う
意

見
も
あ
る
。
市
は
、
居
住
環
境
の
向
上
や
副
次

核
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
と
し
て
の
利
便
性

の
向
上
に
向
け
、
事
業
手
法
の
検
討
等
、
な
る

べ
く
早
く
、
丁
寧
に
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

提
案　

三
輪
緑
山
、
三
輪
方
面
か
ら
鶴
川
駅
南

口
へ
の
バ
ス
等
の
車
両
の
流
入
、
鶴
川
駅
と
青

葉
台
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
整
備
等
、
三
輪
地
域
住

民
の
方
達
の
交
通
の
利
便
性
も
し
っ
か
り
と
視

野
に
入
れ
て
進
め
る
よ
う
に
。

○
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に

つ
い
て

質
問　
「（
仮
称
）
ふ
る
さ
と
町
田
大
使
」
の
設

置
を
。

（
答
弁
）
広
報
担
当
部
長　
「 

（
仮
称
）
ふ
る
さ

と
町
田
大
使
」
な
ど
の
魅
力
あ
る
活
動
も
視
野

に
入
れ
、
町
田
市
に
合
っ
た
広
報
手
法
を
研
究

す
る
。

質
問　

高
知
県
庁
の
よ
う
に
「
お
も
て
な
し
課
」

を
設
置
し
て
は
。

（
答
弁
）
広
報
担
当
部
長　

町
田
市
と
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
る
市
内
の
観
光
の
案
内
、

見
所
の
紹
介
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
を
通

じ
、
来
街
者
を
お
迎
え
し
て
い
る
。
更
に
、
庁

内
で
も
、
職
場
の
風
土
づ
く
り
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
課
で
「
お
も
て
な

し
宣
言
」
を
設
け
、
日
々
の
業
務
に
当
た
っ
て

い
る
。「
お
も
て
な
し
課
」
設
置
に
つ
い
て
は
事

例
研
究
を
進
め
て
い
く
。

いわせ和子議会質問一部抜粋構成

あなたに代わって質問します。暮らしの疑問、地域の困りごとをお知らせください。

質問事項を要約して報告させていただきました。詳しくはＨＰをご覧ください。

皆
様
の
声
を
市
政
に
届

け
更
に
暮
ら
し
や
す
い

町
田
市
を
つ
く
り
ま
す
。

い
わ
せ
和
子
に
お
ま
か

せ
く
だ
さ
い
!!

鶴川203号線道路拡幅の説明会


